
 

 

 

 

 
 

「世界エイズデー」は世界レベルでのエイズのまん延防止と

患者・感染者に対する差別・偏見の解消を目的に WHO（世界保

健機関）が 1988年に制定したものです。毎年 12月 1日を中心

に世界各国でエイズに関する啓発活動が行われています。 

現在、治療法の進歩によってエイズは発症を抑え

ることができ、HIV に感染していない人と同様の生

活を送ることができると考えられています。HIV 検

査は、全国の保健所や自治体の特設検査施設で、無

料・匿名（名前は必要なし）で受けられます。 

エイズに関する正しい知識を持ち、エイズの広がりを予防しましょう。 

主題（キャンペーンテーマ） 「U=U 検出されない＝性感染しない」 
 

 エイズは治療の進歩で HIV陽性者も早期発見と治療により発症を防ぎ、普通の生活が可能になっています。治

療を継続して血液中のウイルス量が検査で検出できない（Undetectable）程度に最低 6か月以上継続的に抑えら

れていれば、性行為による感染も起こらない（Untransmittable）ことが確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年１１月２６日 

四谷中学校  保健室 

レッドリボンはエイズ

に偏見を持っていない

というメッセージです 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通 信 欄 ご家庭からメッセージなどございましたらこの欄に記入し、チェックを入れてご提出ください。 

□保健だよりに載せて良い  □保健だよりに載せないでほしい                新宿区立四谷中学校 

毎日のように

学級閉鎖の 

報告が入って

います。 

休校になっ

た学校も

あります。 


